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   Ｂ２３Ｂ   27/16     　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月14日(2016.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両面割出し可能ねじ切り切削インサート（１４）であって、
　２つの反対側の端部表面（１６）、およびそれらの間に延在する共通周囲部（１８）で
あって、前記周囲部（１８）が、ちょうど５つの同一の周囲セクション（３４）、および
ちょうど５つの同一の周囲セグメント（３２）を含み、
　各周囲セグメント（３２）が、２つの隣接する周囲セクション（３４）の間に延在し、
　各周囲セクション（３４）が、２つのすくい面（３６）の間に配置された２つの隣接す
る当接部分（４０）を含み、
　各端部表面（１６）の平面図において、各当接部分（４０）が、５つの内側頂点（２６
）と交互に存在する５つの外側頂点（２４）を有する５つの尖端を備えた仮想星形の一部
に横たわり、前記外側頂点（２４）が前記内側頂点（２６）の半径方向外側にあり、各外
側頂点（２４）が前記星形の先端点を形成している、２つの反対側の端部表面（１６）お
よび共通周囲部（１８）と、
　５つの切削部分（２８）であって、各切削部分（２８）が各周囲セグメント（３２）お
よび外側頂点（２４）と関連付けられ、各切削部分（２８）が外側に延在し、各切削部分
（２８）が２つの反対側の切削先端部（３０）を有する５つの切削部分（２８）と
を含む、両面割出し可能ねじ切り切削インサート（１４）。
【請求項２】
　前記切削先端部（３０）が、前記端部表面（１６）の最も内側の部分によって画定され
る平行な端面（Ｐ）の間に配置される、請求項１に記載のねじ切り切削インサート（１４
）。
【請求項３】
　前記切削インサート（１４）が、前記端部表面（１６）の間に延在するインサート貫通
穴（２２）を含み、前記インサート穴（２２）がインサート穴軸（Ｂ）を有し、前記イン
サート穴軸（Ｂ）の周りで前記切削インサート（１４）が５回回転対称を有する、請求項
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１又は２に記載のねじ切り切削インサート（１４）。
【請求項４】
　各端部表面（１６）が、前記周囲部（１８）に隣接して配置された端部当接面（２０）
を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のねじ切り切削インサート（１４）。
【請求項５】
　各端部表面（１６）の平面図において、各外側頂点（２４）が、前記外側頂点（２４）
の各側にそれぞれ配置された２つの反対側の当接部分（４０）によって画定された第１の
内角（α）を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載のねじ切り切削インサート（１
４）。
【請求項６】
　前記外側頂点（２４）に関連付けられる前記２つの反対側の当接部分（４０）が外側に
集束する、請求項５に記載のねじ切り切削インサート（１４）。
【請求項７】
　各端部表面（１６）の平面図において、各切削部分（２８）が、前記切削部分（２８）
の各側にそれぞれ配置された２つの反対側のすくい面（３６）によって画定される第２の
内角（β）を有する、請求項１～６のいずれか一項に記載のねじ切り切削インサート（１
４）。
【請求項８】
　前記外側頂点（２４）と関連付けられる前記反対側のすくい面（３６）が内側に集束す
る、請求項７に記載のねじ切り切削インサート（１４）。
【請求項９】
　前記第２の内角（β）が３２°～７２°の範囲内にある、請求項７に記載のねじ切り切
削インサート（１４）。
【請求項１０】
　各端部表面（１６）の平面図において、前記２つの反対側の切削先端部（３０）は、そ
れらが属する前記切削部分（２８）と関連付けられる前記周囲セグメント（３２）の反対
端部に配置される、請求項１～９のいずれか一項に記載のねじ切り切削インサート（１４
）。
【請求項１１】
　各当接部分（４０）が、すくい面（３６）と、隣接する当接部分（４０）との間に配置
される、請求項１～１０のいずれか一項に記載のねじ切り切削インサート（１４）。
【請求項１２】
　２つの側面（４６）の間に延在する上面および底面（４２、４４）と、工具本体前端部
（４８）の一体型ワンピースポケット（５０）とを含む工具本体（１２）であって、前記
ポケット（５０）が、
　基面（５２）と、
　前記基面（５２）から延在する３つの離間された突出部（５４、５５、５７）と、
　各突出部（５４、５５、５７）にそれぞれ配置され、それぞれが前記基面（５２）を横
切る第１、第２および第３当接面（６０、６２、６４）と
を含み、
　前記第２および第３当接面（６２、６４）が前記第１当接面（６０）の後方に配置され
、前記工具本体前端部（４８）から離れるにつれて後方に集束し、
　前記第１および第２当接面（６０、６２）が前記第３当接面（６４）の下方に配置され
、前記上面（４２）から離れるにつれて下方に集束する、工具本体（１２）。
【請求項１３】
　２つおきの隣接する突出部（５４）が、前記ポケット（５０）の後端部および底端部に
それぞれ配置された凹部（５８）によって分離される、請求項１２に記載の工具本体（１
２）。
【請求項１４】
　前記第１当接面（６０）が、上方に、前記上面（４２）の方に向いている、請求項１２
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または１３に記載の工具本体（１２）。
【請求項１５】
　前記ポケット（５０）が、前記基面（５２）に開口する締付穴（５６）を含み、前記締
付穴が長手締付穴軸（Ｃ）を有する、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の工具本体
（１２）。
【請求項１６】
　前記当接面（６０、６２、６４）が平坦である、請求項１２～１５のいずれか一項に記
載の工具本体（１２）。
【請求項１７】
　各当接面（６０、６２、６４）が仮想中心線（Ｎ）を有し、前記仮想中心線（Ｎ）は、
各当接面（６０、６２、６４）と直交し、前記締付穴軸（Ｃ）と交わらないように方向付
けられる、請求項１５に記載の工具本体（１２）。
【請求項１８】
　請求項１２～１７のいずれか一項に記載の工具本体（１２）と、ねじ（１５）によって
前記工具本体（１２）に固定される請求項１～１１のいずれか一項に記載の切削インサー
ト（１４）とを含むねじ切り切削工具（１０）であって、
　前記端部表面（１６）の１つが前記基面（５２）と当接し、
　隣接する周囲セクション（３４ａ、３４ｂ、３４ｃ）の３つの隣接する当接部分（４０
）が、それぞれ前記第１、第２および第３当接面（６０、６２、６４）と当接する、ねじ
切り切削工具（１０）。
【請求項１９】
　前記工具本体（１２）に固定された前記切削インサート（１４）の側面図において、各
周囲セクション（３４）の前記２つの隣接する当接部分（４０）が、時計回りに先行する
第１当接部分（４０ａ）と、時計回りに追従する第２当接部分（４０ｂ）とを含み、
　各周囲セクション（３４）の前記時計回りに先行する第１当接部分（４０ａ）および前
記時計回りに追従する第２当接部分（４０ｂ）の１つだけが、当接面（６０、６２、６４
）と当接する、
請求項１８に記載のねじ切り切削工具（１０）。
【請求項２０】
　２つの離間された周囲セクション（３４ａ、３４ｃ）に属する前記時計回りに先行する
当接部分（４０ａ）が、それぞれ前記第１および第３当接面（６０、６４）と当接し、介
在する周囲セクション（３４ｂ）に属する前記時計回りに追従する当接部分（４０ｂ）が
、第２当接面（６２）と当接する、請求項１８に記載のねじ切り切削工具（１０）。
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